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前週と比較しておおむね

1：1.1～1.5の増減

インフルエンザ/COVID-19定点数

（小児科定点を含む）

小児科定点数
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■コメント

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況
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新型コロナウイルス感染症の流行状況
（2023～2024年）

２ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
増加傾向が続いています。手洗い、医療機関や混雑した電

車・バスでのマスク着用など、基本的な感染予防対策に取り組
みましょう。また、寒くなると窓を閉め切った屋内で過ごすこと
が増えるので、「換気の悪い密閉空間」にならないよう、こまめ
に換気をしましょう。

今週（第1週）は、年末年始の休診の影響で、報告数が少なくなっている可能性があり、
前週（第52週）と適正な比較ができないことから、発生記号は表示していません。

３ 感染性胃腸炎
冬季はノロウイルスなどによる感染性胃腸炎が増加します。感染性胃腸炎を起こすウイルスは、感染者の便や吐

物に多く含まれており、飛沫や人の手などを介して経口感染します。保育園、学校、福祉施設など集団生活の場では、
感染が広がりやすく、特に注意が必要です。こまめな手洗い、便・吐物の適切な処理など感染予防対策を徹底しま
しょう。

１ インフルエンザ
今シーズンのインフルエンザ様疾患による学級閉鎖等の累

計は、既に443件報告されており、2010/11シーズン以降では、
2015/16シーズンの414件を上回って最多となっています。

また、例年、冬休みが終わり学校が始まると流行が拡大す
る傾向があり、注意が必要です。手洗い、咳エチケット、適度
な湿度の保持、換気などの感染予防対策を徹底しましょう。

類型 疾患名 報告数 累計   備考
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第49週 1,537 64 - 161 89 107 6 17 - 3 3 - - 12 - - - - -
報 第50週 1,199 76 2 132 99 161 5 22 - 6 2 3 1 10 - 1 - - -
告 広島市 第51週 824 101 1 136 100 185 1 18 1 4 5 1 - 16 1 - - - -
数 第52週 685 144 1 104 89 137 1 9 - 3 - - - 20 - - - - -

第1週 335 148 1 45 27 60 7 3 - 1 - - 1 14 - - 1 - -
第49週 42.69 1.78 - 7.00 3.87 4.65 0.26 0.74 - 0.13 0.13 - - 1.50 - - - - -

定 第50週 33.31 2.11 0.09 5.74 4.30 7.00 0.22 0.96 - 0.26 0.09 0.13 0.13 1.25 - 0.14 - - -
点 広島市 第51週 22.89 2.81 0.04 5.91 4.35 8.04 0.04 0.78 0.04 0.17 0.22 0.04 - 2.00 0.14 - - - -
当 第52週 19.03 4.00 0.04 4.52 3.87 5.96 0.04 0.39 - 0.13 - - - 2.50 - - - - -
た 第1週 9.31 4.11 0.04 1.96 1.17 2.61 0.30 0.13 - 0.04 - - 0.13 1.75 - - 0.14 - -
り 第51週 23.13 4.56 0.06 3.31 4.68 6.54 0.17 0.38 0.01 0.21 0.06 0.03 0.02 1.03 0.01 0.03 0.12 - 0.01

第52週 21.65 5.79 0.06 2.65 3.82 5.46 0.15 0.29 0.01 0.17 0.03 0.02 0.01 0.80 0.01 0.03 0.08 - 0.01
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■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

発熱時等の受診相談 「受診案内・相談ダイヤル」
TEL ０８２-２４１-４５６６

（24時間対応）

療養者からの相談 「療養者相談ダイヤル」
TEL ０５７０-０００-５１０

（健康相談 24時間、一般相談 8：30～18：00）

「新型コロナウイルス感染症に関する情報」（広島市）https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/

新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の相談窓口

●感染症予防のために手を洗いましょう ●

２．石けんをつけて十分
に泡立て、手のひらを
合わせてよくこすります。

９．最後に清潔な乾いた
タオルかペーパータオ
ルでしっかりとふきます。

３．手の甲をよくこすり
ます。

４．両手を組むように
して指の間をよく洗い
ます。

５．指先や爪の間を
手のひらの上でよくこ
すって洗います。

６．親指を反対の手でね
じるようにして洗います。

７．手首も反対の手でね
じるようにして洗います。

８．流水で石けんと汚れ
を十分に洗い流します。

１．流水で汚れを簡単
に洗い流します。

例年、冬季に流行するノロウイルスや、現在流行中の咽頭結膜熱、流行性角結膜炎の原因となるアデノウイルスは、
一般の消毒用アルコールはあまり効果がありません。感染予防には、調理や食事の前、トイレの後など、石けんと流水
で手を洗うことが大切です。 結膜の充血など眼の症状がある場合は、眼をさわった後も手を洗いましょう。

また、タオルを介して感染が広がることがありますので、タオルの共用は避けましょう。


